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自由民主党小金井市議団
日本共産党小金井市議団
小金井市議会公明党
小金井市議会民主党
リベラル保守の会
生活者ネットワーク
改革連合
緑・市民自治こがねい
こがねい市民会議
小金井自由民主

（自民党小金井）
（ 日本共産党 ）
（ 公　 明　 党 ）
（市議会民主党）
（リベラル保守）
（生活者ネット）
（ 改 革 連 合 ）
（緑・市民自治）
（ 市 民 会 議 ）
（ 小金井自民 ）

会
派
の
略
称※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 （４面〜６面）
１１月５日、９日

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

稲
葉
市
政　

年
の
中
で
は
様
々
な

１６

成
果
が
あ
り
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
は
平
成　

年
３１

度
中
の
稼
働
が
予
定
さ
れ
、
多
摩
地

域
の
自
治
体
、
一
部
事
務
組
合
に
可

燃
ご
み
処
理
の
ご
支
援
も
頂
い
て
お

り
、
行
政
運
営
に
当
た
っ
て
他
自
治

体
や
関
係
団
体
等
と
の
信
頼
関
係
は

ま
さ
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
今
、

重
要
な
時
期
で
あ
る
。
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
は
一
体
的
な
支
援
が
非
常

に
効
果
的
で
、
全
体
的
に
効
果
を
生

み
出
す
こ
と
で
、
今
ま
で
構
築
し
た

財
産
を
無
駄
に
せ
ず
今
後
も
都
市
基

盤
の
更
な
る
充
実
な
ど
市
民
の
利
便

性
の
高
い
拠
点
整
備
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
。
行
財
政
改
革
で
は
人
件
費

比
率
改
善
を
は
じ
め
様
々
な
改
革
が

進
め
ら
れ
、
持
続
可
能
な
行
政
に
向

け
更
に
引
き
続
き
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
や
各
行
政

施
策
を
転
換
す
る
こ
と
は
、
今
ま
で

構
築
し
た
財
産
を
無
意
味
な
も
の
に

し
て
し
ま
う
。
市
政
の
安
定
継
続
を
。

市
政
の
安
定
継
続

市
政
の
安
定
継
続
のの

必
要
性
に
つ
い

必
要
性
に
つ
い
てて

露
口
哲
治
（
小
金
井
自
民
）

　

コ
コ
バ
ス
は
、
平
成　

年
春
の

１５

「
北
東
部
循
環
」
に
始
ま
り
、
平
成

　

年
か
ら
は
「
貫
井
前
原
循
環
」「
東

１７町
循
環
」「
中
町
循
環
」
の
３
路
線
を

運
行
開
始
し
、
平
成　

年
９
月
に
は
、

２０

コ
コ
バ
ス
・
ミ
ニ
が
前
原
町
・
中
町

坂
下
地
域
と
駅
と
を
結
ん
だ
。
こ
の

時
点
で
、
市
長
が
当
初
予
定
し
て
い

た
事
業
と
し
て
は
達
成
さ
れ
て
い
る

と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
坂
下
住

民
か
ら
は
、
貫
井
前
原
循
環
の
通
学

路
問
題
、
野
川
・
七
軒
家
循
環
の
乗

り
残
し
問
題
、
ル
ー
ト
変
更
や
増
便

な
ど
の
改
善
要
望
が
出
て
い
る
。
契

路
線
の
変
更
、
早
朝
運
行
、
増
便
や
、

前
原
４
・
５
丁
目
の
東
八
道
路
南
側

住
民
か
ら
の
誘
致
要
望
に
対
し
て
の

見
解
は
。
形
赤
字
路
線
が
多
い
が
、

利
用
料
金
変
更
の
考
え
は
。
径
車
内
、

車
体
、
バ
ス
停
を
利
用
し
て
広
告
料

収
入
の
検
討
を
し
な
い
か
。

　

交
通
対
策
課
長　

契
北
東
部
で
は

ル
ー
ト
の
一
部
変
更
及
び
運
行
時
間

延
長
を
実
施
し
、
武
蔵
小
金
井
駅
前

前
原
町
４
・
５
丁

前
原
町
４
・
５
丁
目目

東
八
道
路
南
の
コ
コ
バ
ス

東
八
道
路
南
の
コ
コ
バ
ス
運運
行行

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

契
稲
葉
市
長
就
任
時
、
前
市
長
か

ら
引
き
継
い
だ
革
新
市
政
の
負
の
遺

産
、
高
い
人
件
費
比
率
、
な
い
に
等

し
い
基
金
残
高
、
そ
し
て
こ
う
し
た

危
機
的
財
政
を
多
摩　

市
平
均
並
み

２６

へ
改
善
さ
せ
た
行
革
の
取
組
等
に
つ

い
て
、
総
括
的
な
答
弁
を
求
め
る
。

形
現
在
、
人
件
費
比
率
は
多
摩　

市
２６

平
均
に
よ
う
や
く
近
づ
い
た
が
、
福

祉
会
館
等
の
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

や
下
水
道
等
の
更
新
対
応
が
あ
り
、

襲
い
来
る
財
政
課
題
に
対
し
果
敢
に

挑
戦
す
べ
き
だ
。
目
前
の
課
題
と
し

て
は
、
職
員
の
６
人
に
１
人
が
保
育

園
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
や
窓
口
業

務
の
民
間
委
託
が
進
ま
な
い
実
態
が

あ
る
。
正
規
職
員
に
は
正
規
職
員
に

し
か
で
き
な
い
業
務
が
あ
る
は
ず
だ
。

　

市
長　

契
市
長
に
就
任
し
た
当
時
、

財
政
調
整
基
金
は　

万
円
し
か
な
か

７０

っ
た
。
当
市
の
財
政
再
建
は
人
件
費

か
ら
で
あ
る
。
過
去
の　

％
を
超
え

４５

る
人
件
費
比
率
か
ら
、
今
の　

％
へ

１６

改
善
す
る
ま
で　

年
か
か
っ
た
。
こ

４０

稲
葉
市
政
の
財
政
再
建

稲
葉
市
政
の
財
政
再
建
とと

課
題
へ
の
更
な
る
挑

課
題
へ
の
更
な
る
挑
戦戦

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

契
財
政
問
題
に
つ
い
て
。
大
久
保

元
市
長
か
ら
引
き
継
い
で　

年
が
経

１６

っ
た
。
経
常
収
支
比
率
が
大
き
く
改

善
し
た
と
い
う
に
は
遠
い
。「
陽
は

昇
っ
た
」
と
言
え
る
の
か
。
形
人
件

費
問
題
に
つ
い
て
。
ま
だ
改
善
の
余

地
は
あ
る
と
思
う
が
、
市
長
は
ど
の

よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
の
か
。
径

後
継
者
は
、
五
十
嵐
京
子
さ
ん
１
名

だ
と
理
解
し
て
い
い
の
か
。
恵　

年
１６

間
の
稲
葉
市
政
を　

点
満
点
で
採
点

１００

す
る
と
、
自
身
は
何
点
の
採
点
を
す

る
の
か
。

　

市
長　

契
「
陽
は
昇
っ
た
」
の
か

ど
う
か
は
市
民
の
判
断
に
な
る
。
形

ま
だ
ま
だ
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
他
市
並
み
に
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
径
後
継
者
は
指
名
し

な
い
。
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
も
し

稲
葉
市
長
へ
の
最
後
の
質

稲
葉
市
長
へ
の
最
後
の
質
問問

「
市
政
を
総
括
す
る

「
市
政
を
総
括
す
る
」」

て
い
な
い
。
首
長
と
い
う
の
は
大
変

な
仕
事
で
あ
り
「
あ
な
た
、
や
り
ま

せ
ん
か
」
と
軽
々
に
言
え
な
い
。
私

も
平
成　

年
当
時
、
胃
潰
瘍
に
な
っ

１６

た
。
五
十
嵐
さ
ん
を
後
継
指
名
し
た

と
い
う
こ
と
で
も
な
く
、
た
だ
本
人

が
後
継
だ
と
言
え
ば
、
そ
れ
で
も
構

わ
な
い
。
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

恵
採
点
の
基
準
が
な
い
。
私
は
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
た
。

■
最
後
に
「
項
目
に
よ
っ
て
は　

点
、

３００

項
目
に
よ
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス　

点
」

３００

と
私
な
り
の
採
点
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

況
。
被
保
険
者
数
は
減
少
し
て
い
て

も
、
前
期
高
齢
者
数
は
増
加
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
要
因
。
径
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
検
討
を
要
し
た
い
。

　

市
民
部
長　

恵
無
尽
蔵
に
増
額
で

き
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　

許
２
０
１
８
年
度
か
ら
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
国
保
の
広
域
化
に
つ

い
て
。
契
小
金
井
市
の
国
保
税
の
見

込
額
は
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。
形
そ

の
他
一
般
会
計
繰
入
金
は
行
え
る
と

い
う
認
識
で
よ
い
か
。

　

保
険
年
金
課
長　

契
現
時
点
で
も

示
さ
れ
て
い
な
い
。
形
法
律
と
し
て

は
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
契
な
ぜ
、
小
金
井
市
は
三
多
摩

で
一
番
、
国
保
税
額
が
高
い
の
か
。

形
２
０
１
４
年
度
と
同
程
度
の
歳

入
・
歳
出
で
あ
れ
ば
、
１
人
当
た
り

９
千
円
程
度
の
国
保
税
額
の
引
下
げ

が
可
能
で
は
な
い
か
。
径
来
年
度
、

国
保
税
を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
。

恵
三
多
摩
で
一
番
高
い
国
保
税
を
引

き
下
げ
る
た
め
、
そ
の
他
一
般
会
計

繰
入
金
の
増
額
を
行
う
べ
き
で
は
。

　

保
険
年
金
課
長　

契
小
金
井
市
は

　

市
平
均
よ
り
１
人
当
た
り
の
保
険

２６給
付
費
は
少
な
い
が
、
前
期
高
齢
者

交
付
金
が
少
な
く
、
国
の
調
整
交
付

金
も
少
な
い
。
形
見
解
は
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
平
成　

年
度
の
執
行

２７

状
況
で
は
、
調
定
額
は
前
年
度
割
れ

と
な
る
状
況
。
一
方
、
保
険
給
付
費

は
前
年
度
に
比
し
て
伸
び
て
い
る
状

三
多
摩
で
最
も
高

三
多
摩
で
最
も
高
いい

国
保
税
の
引
下
げ

国
保
税
の
引
下
げ
をを

前
原
４
・
５
丁
目
、
東
八
道
路
南
側

の
コ
コ
バ
ス
運
行
も
住
民
の
悲
願

交
通
広
場
の
完
成
に
合
わ
せ
て
南
側

３
路
線
を
駅
前
に
乗
り
入
れ
た
。
前

原
町
４
・
５
丁
目
、
東
八
道
路
南
側

地
区
は
、
市
の
考
え
る
交
通
不
便
地

域
で
は
な
い
。
形
運
賃
は
、
ル
ー
ト

や
時
間
帯
の
問
題
等
、
総
合
的
に
今

後
判
断
す
る
。
径
バ
ス
の
車
体
変
更

に
よ
り
、
窓
の
上
に
ポ
ス
タ
ー
が
見

や
す
く
貼
れ
る
場
所
が
で
き
た
の
で
、

運
行
業
者
等
と
調
整
し
た
い
。　

多
く
の
人
が
訪
れ
る
市
役
所
の
窓
口

の
間
の
財
政
は
、
ほ
と
ん
ど
事
業
費

と
い
う
よ
り
人
件
費
に
費
や
し
た
こ

と
に
な
る
。
ご
み
問
題
も
大
変
だ
っ

た
が
、
多
摩
各
市
の
信
頼
を
得
て
乗

り
切
れ
た
。
形
今
後
、
市
民
参
加
、

市
民
協
働
が
進
ん
で
い
く
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
う
。
行
政
の
守
備
範
囲

は
ど
こ
な
の
か
、
正
規
職
員
で
や
る

べ
き
こ
と
は
ど
の
範
囲
な
の
か
を
選

択
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

市
長　

安
定
し
た
市
政
、
そ
し
て

信
頼
さ
れ
る
市
政
が
基
本
と
考
え
る
。

行
政
は
継
続
性
で
あ
り
、
今
大
き
な

市
政
の
流
れ
が
あ
る
。
こ
れ
を
大
き

く
変
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
信

頼
関
係
を
引
き
継
い
で
も
ら
い
た
い
。

■
そ
の
他
、
被
災
時
災
害
対
策
と
し

て
、
訓
練
の
成
果
と
反
映
、
災
害
対

策
本
部
設
置
場
所
、
外
国
人
の
母
国

語
対
応
等
を
質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

市
の
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る

市
役
所
本
庁
舎


